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時
間
午
後
1
時
～
午
後
3
時

「
心
の
健
康
」
と
題
し
て
福
岡
教

育
大
学
・
光
安
文
夫
先
生
が
、
心
理

学
の
立
場
か
ら
講
演
さ
れ
ま
す
。

時
間
　
午
前
ｎ
時
～

午
後
0
時
3
0
分

健
康
に
配
慮
し
た
「
七
分
つ
き
米

お
に
ぎ
り
」
や
「
昧
ご
飯
お
に
ぎ
り
」

の
作
り
方
と
試
食
会
を
、
食
生
活
改

葬
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
指
導
い

た
し
ま
す
。

食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
ー
ノ

健康づくり町民の集い

と　き10月27日（日）8：30～15：00

ところ　水巻町勤労者体育館

（役場前）

◎　健　康　診　査

受付時間　8．30－11．00
Ｄ検診内容

【一次検診】検尿、血圧測定、胸部レン
トゲン【精密検診】血液検査Ｃ貧血、血
糖、肝機能、血液型、総コレステロール
甲性脂肪）、心電図検査、肺ガン検査Ｃ
希望者のみ〕

Ｄ料　金
500円Ｃ生保、70歳以上の人は無料）

Ｄ申込み方法
役場健康対策課まで電話で申込んでくだ
さい。定員は120名。

◎乳ガ　ン・子宮ガン検診
受付時間　8．30－11．00

Ｄ料金　子宮ガン・乳ガンとも500円
（生保、70歳以上の人は無料）

Ｄ定員　子宮ガン検診　90名
字Ｌガン検診　　70名

※子宮ガンと乳ガンは同時に受診できま
す0　電話でもよろしいので健蹟：対策係
に申込みください。

検
診
　
コ
ー
ナ

時
間
　
午
前
9
時
～

午
後
0
時
3
0
分

①
胃
が
ん
集
団
検
診
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
⑧
病
人
の
看
護
器
械
の
展

示
　
⑨
成
人
病
や
婦
人
が
ん
、
な

ど
、
病
気
の
実
態
を
示
し
た
パ
ネ
ル

展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
や
中
学
生
の
絵
画
、

書
道
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ

石
ケ
ン
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

町
で
は
石
ケ
ン
の
使
用
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
廃
油
」

と
「
こ
飯
」
を
使
っ
た
手
づ
く
り
の

プ
リ
ン
石
ケ
ン
の
作
り
方
を
実
頓
い

た
し
ま
す
。

活
力
あ
る
町
は
町
民
の
健
康
が
第
一
－
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
を

重
点
施
策
と
し
て
色
々
な
健
康
診
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
二

十
七
日
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
う
一
度
見
つ
め
直
そ
う
ー
と
「
健

康
づ
く
り
町
民
の
集
い
」
を
開
き
ま
す
。
当
日
は
、
各
種
の
健
康
診
査

や
健
康
相
談
、
健
康
に
関
す
る
講
演
、
食
生
活
改
善
、
体
力
づ
く
り
な

ど
、
盛
り
沢
山
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎健康相談

時間10．00～正午　相

内科・小児科に関する談
相談、及び整形外科にお

ける腰痛、スポーツ障害
コ

などの相談に応じます。ｌ

ナ
◎歯の検診と相談

時間10．00－正午

歯の検診を行います。

ま六二、歯槽のうろうや入

歯、子供さんの歯の矯正

などについて相談に応じ

ます。

－
（
無
料
）
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川
月
1
日
（
火
）

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
／

十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
国
勢
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
大
正
九
年
の

第
一
回
調
査
か
ら
数
え
て
十
四
回
目
に
当
た

り
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
国
や
都
道
府
県
な

ど
の
行
う
福
祉
、
雇
用
、
住
宅
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
・
財
政
施
帯
の
重
要
な
資
料
と
な

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
つ
の
で
す
。

九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査
票
の
配

布
と
記
入
の
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
。
そ
の

後
、
調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
す
る
た
め
再

び
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
記
入

露
鰯 し

く
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
の
記
入

に
つ
い
て
の
お
願
い

調
査
票
の
取
り
扱
い
や
記
入
に
つ
い
て
、

次
の
点
に
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

川
調
査
票
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
お
願
い

●
汚
し
た
の
∴
折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
、

破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

脚
調
査
票
に
記
入
す
る
際
の
お
願
い

●
か
な
ら
ず
黒
紛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ

．
一
Ｖ

●
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
個
所
は
、

わ
く
内
に
太
く
、
濃
く
、
は
っ
き
り
と

横
線
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
文
字
や
数
字
で
答
え
る
と
こ
ろ
は
、
わ

く
内
（
［
〓
］
）
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ

う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
記
入
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム

で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

○良いマークの例

横線をわくいっぱいに、太く、濃く

巨弓　　巨∃　巨∃　巨弓
×悪いマークの例

細い又は薄い　短い　　　　　　横線以外のマーク

巨∃　巨コ　［二重］　回
インキ、ポール

わくから　　　　　　　　　　　　　　　　ペンなので

はみ出している　　　　　　　　　　　　　記入されている

．巨ヨ　モヨ・亡コ　巨尋
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交通安全ポスター

入　選　作　品

（中学生の部）

廟圃圃
道路標識を大切に

道路標識週間10月7日～12日

今
年
も
十
月
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で
全
国

一
斉
に
「
道
路
壊
識
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
車
を
運
転
さ
れ
る
時
に
は
い
ろ

ん
な
道
路
標
識
に
目
を
配
り
な
が
ら
走
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
、
案
内
棟

識
は
現
在
位
置
や
行
先
・
距
離
な
ど
を
示
し
、

私
た
ち
を
目
的
地
ま
で
的
確
に
誘
導
し
て
く

れ
ま
す
。
目
的
地
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を

碓
課
し
安
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
な
走
行
が
で
き
る
の
で
す
。

窒
西
棟
誠
が
な
か
っ
た
ら
迷
走
や
遠
回
り

が
多
く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
に
よ
る
交

通
事
故
が
ふ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
案
内
墟
誠
は
大
切
な
役
目
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

県
で
は
、
道
路
榛
識
（
特
に
案
内
櫻
識
）

の
点
検
、
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
櫻
誠
に
つ
い
て
こ
意
見
、
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
北
九
州
土
木
事
務
所
（
含

六
九
千
二
七
六
一
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

国民体育大会に出場

バ
タ
フ
ラ
イ

頃
末
の
渡
辺
珠
美
さ
ん

第
四
十
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
が
九

月
十
五
日
か
ら
四
日
間
、
鳥
取
県
米
子
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
、
頃
末

の
渡
辺
珠
美
さ
ん
（
八
幡
南
高
校
一
年
）
が

水
泳
競
技
の
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
に
出
場
し
ま

し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
優
勝
は
過
し
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、
頃
末
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
当
時
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
選
手
で
、
今

後
の
清
輝
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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〔
男
子
二
百
㍍
リ
レ
ー
〕

優
勝
　
机
　
　
準
優
勝
猪
熊

◇
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
◇

953人が熱戦　を　展開

スポーツ少年団総合競技大会

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
絵
ま
と
め
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

野
球
、
水
泳
、
剣
道
の
四
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
九
百
五
十
三
人
が
一
堂
に
集
ま
り
、
組
合

競
技
大
会
が
九
月
八
日
開
か
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
水
　
　
泳
◇

〔
女
子
二
百
㍍
リ
レ
ー
〕

優
勝
　
机
　
　
準
優
勝
　
猪
熊

〔
四
年
生
の
部
〕

優
勝
　
伊
左
盛

準
優
勝
頃
宋

〔
五
年
生
の
部
〕

優
　
勝
　
猪
　
熊

準
優
勝
　
頃
宋

〔
六
年
生
の
部
〕

優
　
勝
　
頃
宋

準
優
勝
　
吉
　
田

◇
野
　
球
◇

〔
四
・
五
年
生
の
部
〕

優
勝
伊
左
座

準
優
勝
　
猪
熊

〔
六
年
生
の
部
〕

優
　
勝
　
伊
左
座

準
優
勝
　
吉
　
田

一
位
長
尾
知
美

二
位
　
徳
川
空
所

男
子
の
部

〔
四
年
生
の
部
〕

一
位
　
池
田
　
聖

二
位
　
矢
野
敦
基

〔
五
年
生
の
部
〕

一
位
　
上
村
正
教

二
位
　
村
上
晃
之

〔
六
年
生
の
部
〕

一
位
　
大
貝
　
力

二
位
　
森
　
誠
治

〔
中
学
生
の
部
〕

（
猪
　
熊
）

（
吉
田
三
）

（
頃
　
宋
）

（
猪
　
鮨
）

（
　
机
　
）

（
猪
　
熊
）

（
猪
　
熊
）

（
美
吉
野
）

東
川
公
司
　
（
吉
田
二
）

木
谷
公
祐
　
（
新
生
街
）

郡内の強豪27チームが熱戦

郡内バレーボール選手権大会

遠
貿
郡
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
二
十

七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
前

期
遠
賀
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
八

月
二
十
五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

男
子
の
部
は
、
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
。
決

勝
戦
で
水
巻
チ
ー
ム
は
芦
屋
基
地
と
対
戦
し

健
闘
及
ば
ず
敗
れ
、
準
優
勝
で
し
た
。

女
子
の
部
Ａ
パ
ー
ト
は
、
八
チ
ー
ム
が
参

加
。
古
賀
と
伊
左
塵
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

古
賀
は
二
回
戦
、
伊
左
座
は
一
回
戦
で
敗
れ

ま
し
た
。
女
子
の
部
Ｂ
パ
ー
ト
は
、
八
チ
ー

ム
が
参
加
。
頃
末
と
猪
熊
親
子
が
順
調
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
戦
で
は
水
巻
同
士
の
対
戦
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
は
猪
熊
親
子
が
2
1
0

で
頃
末
を
下
し
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

◇
剣
．
　
道
◇

女
子
の
部

〔
四
年
生
の
部
〕

一
位
　
服
部
昌
子
　
（
吉
田
二
）

二
位
　
入
志
津
加
　
（
古
　
賀
）

〔
五
年
生
の
部
〕

一
位
　
上
坂
直
子
　
（
二
町
住
）

二
位
井
上
　
棲
　
（
古
　
賀
）

〔
六
年
生
の
部
〕

一
位
　
隈
井
其
紀
　
（
新
生
街
）

二
位
藤
田
か
お
り
（
頃
末
）

〔
中
学
生
の
部
〕

日 曜 事　　 業　　 名 時　　　 間 場　　　　　 所

2 水 健康相談 10 ：00～11 ：00 机山荘

4 金

！健康相言炎

4 ヵ月児健康相談
10：00～11 ：00

13：00～13：30

［莞 霊 霊

7 月
母子手帳の交付 10 ：00～11 ：00 役場 101会議室

1歳6ヵ月児健康相談 13 ：00～13 ：30 役場 101会議室

8 火 生ワクチン授与 13 ：50－14 ：30 役場 101会議室

14 月 7 ヵ月児健康相談 13 ：00、・13 ：30 役場 101会議室

17 木 肥満教室 9：00～12 ：00 役場 101会議室

18 金 療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所

21】
】
月

母子手帳の交付 10 ：00～11 ：00 役場 101会議室

1歳6ヵ月児健康相談 13 ：00～13 ：30 役場 101会議室

27 日 健康づくり町民の集い 8：30～15 ：00 勤労者体育センター

28 月 健康相談 10：00～11 ：00 猪熊公民館
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四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
ュ
0
月
4
日
（
金
）

○
受
付
　
1
3
時
か
ら
1
3
時
3
0
分
ま
で

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
5
月
⊥
1
日
か
ら
6
0
年

6
月
6
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
皐
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
皐
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
皐
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

七
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
⊥
4
日
（
月
）

○
受
付
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
　
七
カ
月
児
か
ら
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の
観
察
、

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に

入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参
く
だ
さ
い

一
歳
六
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
7
日
、
ュ
0
月
2
1
日

○
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
一
歳
六
カ
月
児
か
ら

一
歳
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
歯
み
が
き
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

現
在
、
子
供
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
受
診
無
料
券
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
1
0
月
2
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
1
0
月
4
日
　
役
場
健
康
相
談
室

☆
ュ
0
月
2
8
日
　
猪
熊
公
民
館

〇
時
間
　
い
ず
れ
も
1
0
時
～
ュ
1
時

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

希
望
者
に
は
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
朝
作
っ
た
タ
み
そ
汁
■
を
少
々

持
参
く
だ
さ
い
。

小
児
マ
ヒ
予
防
の
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

▽
対
象
児

生
後
三
カ
月
か
ら
四
十
八
カ
月
ま
で
の

乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
皮
も
生
ワ
ク
の
服
用

を
受
け
て
な
い
か
一
度
だ
け
受
け
た
子
供

▽
実
施
日
時
及
び
場
所

○
日
時
　
1
0
月
8
日
（
火
）

受
付
　
⊥
3
時
5
0
分
～
1
4
時
3
0
分

○
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
注
意
事
項

①
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

⑧
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る
こ
と

⑧
問
診
票
は
当
日
会
場
に
も
お
い
て
あ
り

ま
す
。
「
印
か
ん
」
と
「
筆
記
用
具
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
現
在
、
熱
が
あ
る
子
供

⑧
現
在
、
下
痢
を
し
て
い
る
子
供

⑨
け
い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
を
起
こ
し
て

一
年
以
上
経
過
し
て
な
い
子
供

④
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど
に

か
か
っ
て
一
カ
月
経
過
し
て
な
い
子
供

⑨
特
に
体
調
が
憩
い
子
供

※
以
上
で
す
が
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
さ
れ
て
受
け
て
く

だ
さ
い
。

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
1
0
月
7
日
・
2
1
日
　
午
前
1
0
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
注
意
事
項
　
①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終

了
後
1
0
日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
　
㊥
印

鑑
を
持
参
の
こ
と
　
⑨
で
き
る
だ
け
本
人

が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

10月のし尿収集予定日
1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪熊10区

4日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、
頃末（22、24区）、猪熊（2、4、5区）

5日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、3、10区）、月2回まわり（太洋

社、環境整備センター）

7日　吉田三（緑風園）、頃末5区

8日　頃末（12、15、17、19、20、21、25区）、

新生街（山ノロ団地）

9日　頃末（6、9、10、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）、下二、伊左座、立屋敷、
11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、頃末（11、14、18

区、松栄荘）、実吉野、苫田二（1、8区）
川端通り、本村）

12日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16

区）、美吉野、古賀、新生街

14日　吉田二（3、4、6、8、9区、イワゼ町

住）、吉田－3区（月夜待）、机社宅、立

屋敷、古賀、机、美吉野

15日　下二町住、二町住、吉田一（商店街）、吉
田三（車返し）

16日　吉田団地〔37～43、46－52棟）、二町住、
17日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53～

57、86、94－101棟）、樋口（卯月、中井樋
口）

18日　吉田団地（1～6、8～10、12、16～18、23－

26、60～65、83～85、102～104、109～113

棟）、樋口

19日　吉田団地（7、11～15、66－73、75～82、

87～93、105、108棟）、猪熊

21日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、猪熊町住、

月2回まわり（太洋社、環境整備センター）

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

古賀県住

23日　二、伊左座、猪熊、樋口

24日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双葉荘）、樋口（赤水、川端

通り）

25日　下二（5、6、7区）

26日　みずほ団地、猪熊、頃末

23日　みずほ団地

30日　猪熊
－お　願　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。

犬が噛みつく事故がおこっています。
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毎
年
一
月
十
五
日
成
人
の
日
に
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
福

岡
県
代
表
を
選
ぶ
、
福
岡
県
大
会
を
次
の
と

お
り
開
き
ま
す
。

▽
参
加
資
格
　
現
在
、
福
岡
県
に
住
み
、

昭
和
3
5
年
1
月
1
6
日
か
ら
昭
和
4
5
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
性
別
、

職
業
、
学
歴
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
テ
ー
マ
　
川
思
い
っ
き
り
青
春
＝
私
の

挑
戦
・
私
の
夢
　
∽
青
春
出
会
い
の
時

＝
私
を
変
え
た
あ
の
人
あ
の
事
　
㈹
世

界
へ
向
か
っ
て
青
春
＝
国
際
化
時
代
の

若
者
と
し
て
－
以
上
3
つ
で
す
。

▽
応
募
方
法
　
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
主
張

を
五
分
以
内
に
発
表
で
き
る
よ
う
原
稿

（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
枚
程
廣
）

に
ま
と
め
た
も
の
に
応
募
票
を
準
え
て

（
†
八
〇
三
）
北
九
州
市
小
倉
北
区
大

門
一
1
六
－
二
六
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放

送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
に
、
十
月
十

八
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
て
、
九
月
一
日

か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
る
な
ど
、
重
要
な
改
正
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
法
令
講
習
会
で
は
、
こ
の
点

を
中
心
に
講
習
い
た
し
ま
す
の
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
、
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ュ
0
月
ュ
1
日
（
金
）

午
後
7
時
か
ら

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
（
ホ
ー
ル
）

▽
主
催
　
折
尾
警
察
署

折
尾
交
通
安
全
協
会
水
巻
支
部

免
除
④
児
童
扶
葺
手
当
を
受
給
⑪
就
学

援
助
を
受
給
⑪
世
帯
更
生
資
金
の
貸
付

を
受
け
て
い
る
⑤
要
保
護
者
⑨
被
保
護

者
な
ど
の
生
活
状
況
で
あ
る
こ
と
。

▽
貸
付
額
一
時
金
目
1
2
万
9
千
円
、
毎
月

1
万
5
千
円
、
入
学
支
度
金
（
小
中
学

校
入
学
時
）
＝
3
万
5
千
円

▽
返
還
方
法
　
貸
付
は
無
利
子
で
、
返
還
は

割
賦
に
よ
る
2
0
年
以
内
の
均
等
払
い
。

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
福
岡
主
管
所
（
魯
〇
九
二
1
四
五

一
－
七
七
五
一
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

戦
傷
病
危
・
戦
没
鹿

渡
族
等
援
護
法
が
改
正

日
　
赤
　
募
　
金
　
の

お
　
知
　
ら
　
せ

交
通
漣
児
育
成
着
金

を
寄
付
け
ま
す

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動

車
事
故
に
よ
の
∴
①
保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
⑧
保
護
者
が
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
お
子
さ
ま
に
、
育
成
資
金
を
貸
付
け
ま
す

▽
対
象
者
　
0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

お
子
さ
ま
本
人
。
た
だ
し
、
現
在
扶
養

し
て
い
る
保
護
者
の
方
①
町
民
税
や

所
得
税
を
納
め
て
い
な
い
㊥
町
民
税
の

均
等
割
世
帯
⑨
国
民
年
金
の
保
険
料
を

（

広
報
第
5
7
9
号
（
8
月
2
5
日
発
行
）
で

赤
十
字
募
金
の
各
地
区
の
募
金
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
次
の
地
区
か
ら

募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
お
か
の
台
団
地
　
1
0
万
8
百
円

○
樋
　
口
　
　
　
4
万
3
千
7
百
円

募
金
の
総
額
は
個
人
＝
一
万
一
千
円
、
地

区
＝
百
七
十
二
万
五
千
六
百
十
円
、
合
計
が

百
七
十
三
万
六
千
六
百
十
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
わ
び
と
訂
正
】

募
金
額
の
甲
で
、
二
町
住
分
が
戸
別
＝
一

万
五
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

社
員
分
止
二
千
六
百
円
、
戸
別
分
＝
一
万
二

千
二
百
円
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し

こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

一
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
終
戦
四
十
周
年
に
当
り
、
惜
和
六
十
年

四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
の
受
給
者
の
い
な
い
戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
第
二
回
、
第
三
回
特
別
弔
慰
金

受
給
者
も
含
み
ま
す
）

※
辞
し
く
は
、
福
岡
県
民
生
部
援
護
諌
（
℡

〇
九
二
1
六
五
一
－
一
一
一
一
内
線
二
八

七
二
）
又
は
、
役
場
社
会
課
民
生
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
催
し
が
い
っ
ぱ

い
～
入
場
は
無
料
で
す
。

▽
と
　
き
　
9
月
2
9
日
　
午
前
9
時
開
門

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
催
し
物
の
ご
案
内

Ｃ
相
原
芳
恵
シ
ョ
ー
○
ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン

シ
ョ
ー
Ｃ
陶
器
市
（
有
田
直
送
）
　
○

植
木
市
（
田
主
丸
か
ら
Ｕ
 
Ｃ
野
菜
、
果

物
即
売
会
　
○
ア
マ
チ
ュ
ア
ポ
ー
ト
大
会

（
横
山
や
す
Ｌ
も
山
場
）

※
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
で
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う

○
司
会
　
土
居
ま
さ
る

○
受
付
　
9
月
2
9
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

○
募
集
人
員
一
万
人
（
高
校
生
以
上
）

※
お
問
い
合
せ
は
、
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

（
些
一
二
三
1
〇
五
八
一
）
へ
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
八
幡
西
区
役
所
　
第
3
2
号
会
議
室

些
ハ
四
二
－
一
四
四
一

▽
相
談
事
項
　
①
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い

て
　
⑪
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い

て
　
④
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て
　
④
旧
軍
人
等
の
叙
位
叙
勲
に

つ
い
て
　
⑧
甲
国
か
ら
の
引
揚
者
及
び
末

引
揚
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
　
㊥
そ

の
他
、
授
諦
業
務
全
般
に
つ
い
て

（

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々
か
ら
社
会
福

祉
協
哉
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
高
松
田
地
　
故
・
落
合
正
城
　
殿

落
合
誠
次
　
殿

▽
猪
　
熊
　
　
故
・
山
腹
よ
し
子
殿

山
腰
　
繁
　
殿

▽
伊
左
座
　
　
故
・
杉
野
キ
ク
ヨ
殿

杉
野
正
志
　
般
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一
、
投
句
先
　
水
巻
町
役
場
住
宅
課

田
甲
博
幸
あ
て

水
巻
俳
句
会

昭和60年　9　月　25日

▽
採
用
職
種
と
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
　
裁
芋
名

▽
受
験
資
格

の
昭
和
3
5
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
4
3
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

∽
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

ア
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

ィ
、
地
方
公
務
員
法
第
⊥
6
条
に
該
当
す
る

者

▽
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

の
申
込
み
先

水
巻
町
役
場
絵
務
課
人
事
係

∽
受
付
期
間

9
月
ュ
7
日
か
ら
ュ
0
月
ュ
2
日
ま
で

○
平
日
　
8
時
3
0
分
か
ら
ュ
7
時
ま
で

○
土
曜
　
8
時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

▽
試
験
日
及
び
場
所

ュ
1
月
1
0
日
（
日
）

宗
像
市
立
城
山
甲
学
校

▽
申
込
み
の
方
法

申
込
み
用
紙
を
水
巻
町
役
場
総
務
課
人

事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
水
巻

町
役
場
総
務
課
人
事
係
（
嬰
一
〇
千
四

三
≡
　
内
線
≡
三
、
二
一
四
）
ま
で

個④票配ご知日

法
　
律
　
相
　
談

（
弁
護
士
に
よ
る
）

法
律
扶
助
協
会
福
岡
県
支
部
か
ら
弁
竃
士

（
三
名
）
を
招
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
5
日
（
火
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

▽
域
所
　
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

無
線
墳
墓
の
改
葬

コ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク

北
九
州
辰

一
、
当
季
雑
詠

一
、
締
　
切

五
句

十
月
十
日

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ｍ
月
8
日
、
1
0
月
2
2
日

ュ

0

月

2

9

日

〇
時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

輸
入
食
品
や
世
界
の
キ
ッ
チ
ン
テ
ー
ブ
ル

ウ
ェ
ア
ー
を
集
め
た
、
「
フ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク

北
九
州
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
と
　
き
　
1
0
月
1
0
日
～
1
0
月
1
4
日

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

▽
と
こ
ろ
　
西
日
本
総
合
展
示
場
（
国
鉄
小

倉
駅
北
口
よ
り
徒
歩
5
分
）

▽
所
在
地
佐
賀
市
鬼
丸
町
三
四
〇
番
地

○
届
出
先
　
佐
賀
市
役
所
衛
生
課
（
魯
〇
九

五
二
－
三
四
1
三
一
五
一
）

○
届
出
期
限
　
昭
和
6
0
年
1
0
月
1
日
ま
で

▽
所
在
地
神
奈
川
県
厚
木
市
七
沢
一
四
七

九
番
地
の
三

〇
届
出
先
　
日
本
動
物
愛
護
協
会
（
審
〇
三

－
四
〇
九
1
一
八
二
一
）

○
届
出
期
限
　
昭
和
6
0
年
1
0
月
1
5
日
ま
で

▽
所
在
地
愛
知
県
西
尾
市
鶴
城
町
浄
念
塚

二
番
地
「
浄
念
塚
養
地
」

○
届
出
先
　
西
尾
市
役
所
市
民
課
（
⑪
〇
五

六
三
1
五
六
1
三
二
一
）

○
届
出
期
限
　
昭
和
6
0
年
1
0
月
ュ
5
日
ま
で

▽
所
在
地
　
高
知
県
香
美
郡
野
市
町
大
谷
字

丸
山
一
一
三
六
番
地
先

○
届
出
先
　
野
市
町
役
場
建
設
課
（
雪
〇
八

八
七
五
－
六
1
・
〇
五
二
内
線
三
四
）

、
し
届
出
期
限
　
昭
和
6
0
年
1
0
月
2
3
日
ま
で

なかにしまきゆき

中西政行くん
月召和59年9月21日生

（苦ッ望）さんの次男

ち
ょ
っ
と
見
る
と
オ
ッ
ト
リ
や
さ
ん
で
も
、
お
も
ち
ゃ
の
取
り

合
い
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
よ
。
お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
。
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
散
歩
し
た
い
な
あ
ー
。

（
高
松
団
地
9
棟
）

つだちあさ

津田干亜紀ちゃん
ロ召和59年9月29日生

（雲由志）さんの長女

生
ま
れ
た
時
か
ら
一
度
も
夜
泣
き
を
し
な
い
、
お
と
な
し
い
チ

～
ち
ゃ
ん
。
昼
寝
は
い
つ
も
三
～
四
時
間
。
早
く
大
好
き
な
お
兄

ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
み
た
い
な
ぁ
ー
、

（
吉
田
団
地
1
0
7
棟
）

元気な赤ちゃん募集
あなたのお子さん（満1歳になる前の子供）

を広報に掲載します。

ご希望の方は、ハガキに（うお子さんの名前

と生年月日㊥両親の名前（り任所④電話番号を

記入し、役場総務課庶務係にお送りください

なお、誕生日が早い子供さんから掲載して

おりますので、お待ち噴くこともあります。

ご了承ください。

町　の　人　口

・Ｃ60年8月末現在）

人　口　　29．941人（＋　21人）

男　　　　14，582人Ｃ＋11人）
女　　　　15，359人（＋10人）

世帯数　　　　9，636世帯（－3　世帯）
（8月の異動）

転入165人　　転出168人
出生　　37人　　死亡　13人

（）内は前月比



賀
準
泉
勅
語

女
坑
夫
の
一
生
　
㈱

ど

ま
も
な
く
一
行
は
渡
店
を
あ
と
に
し
た
。

休
ん
だ
と
き
の
話
の
つ
づ
き
が
ま
だ
あ
る
の
か
、
浜
風

で
鍛
え
た
一
行
の
声
は
、
に
ぎ
や
か
で
大
き
か
っ
た
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
て
机
村
の
ニ
ワ
ト
リ
が
一
斉
に
鳴
き
出
し
た
。

東
の
空
は
と
み
れ
ば
、
帆
柱
山
の
あ
た
り
が
わ
ず
か
に
明

る
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
机
村
は
ま
だ
闇
の
な
か
に
あ今は通行止めとなった立屋敷踏切

っ
た
。
甚
三
郎
と
キ
ヨ
は
、
最
後
の
難
関
の
踏
切
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
、
次
第
に
鼓
動
の
高
な
る
の
を
覚
え
た
。

突
然
、
一
番
列
車
が
轟
音
を
た
て
て
鉄
橋
を
通
過
し
た
。

列
車
の
音
と
あ
た
り
が
急
に
明
る
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ

ふ

に
驚
い
た
浮
州
の
水
鳥
が
飛
び
立
っ
て
、
一
段
と
さ
わ
が

し
く
な
っ
た
が
、
す
ぐ
ま
た
も
と
の
闇
の
静
け
さ
に
戻
っ

た
。も

う
踏
切
は
間
近
で
あ
る
。
闇
を
す
か
す
と
三
人
の
男

が
、
踏
切
の
上
で
木
刀
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
み
え

た
。
お
そ
ら
く
鉄
橋
の
下
と
線
路
上
に
も
見
張
り
が
つ
い

て
、
そ
の
な
か
に
大
吉
も
い
る
に
違
い
な
い
。

一
行
が
近
づ
く
と
、
中
央
の
男
が
、

「
み
な
の
衆
、
立
ち
停
っ
て
く
れ
、
俺
た
ち
は
古
賀
の

炭
坑
の
者
だ
が
、
ケ
ツ
ワ
リ
（
逃
亡
者
）
が
出
た
の
で
張

り
込
み
中
の
と
こ
ろ
だ
。
す
ま
ん
が
荷
物
を
改
め
さ
せ
て

く
れ
」と

い
っ
て
、
荷
物
を
ひ
と
つ
一
つ
調
べ
に
か
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
不
審
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
く
、
す
べ
て
が
闇
の

な
か
で
の
検
問
で
あ
っ
た
。
ま
ず
先
頚
の
男
の
一
団
に
交

っ
て
噸
か
ぶ
り
を
し
た
甚
三
郎
が
、
天
秤
棒
を
か
つ
い
で

通
過
し
た
。
ホ
ッ
と
し
た
甚
三
郎
は
キ
ヨ
は
と
み
れ
ば
、

姉
さ
ん
か
ぶ
り
に
大
風
呂
敷
を
背
負
い
、
横
の
お
婆
さ
ん

の
手
荷
物
を
持
っ
て
の
親
子
の
道
行
き
、
こ
れ
も
疑
う
こ

と
な
く
背
中
の
大
風
呂
敷
を
ボ
ン
と
叩
い
て
の
、
通
れ
の

知
ら
せ
で
無
事
通
過
し
た
。

あ
と
で
キ
ヨ
さ
ん
の
述
懐
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
と

き
キ
ヨ
は
極
度
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
、
体
の
力

が
急
に
抜
け
て
線
路
上
に
座
り
込
み
そ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
横
の
お
婆
さ
ん
で
あ
っ
た
。

お
婆
さ
ん
は
キ
ヨ
が
線
路
に
つ
ま
づ
い
た
と
で
も
思
っ
た

の
か
、
す
ぐ
脱
を
と
っ
て
、
ま
た
並
ん
で
歩
い
た
と
い
う
。

「
助
か
っ
た
の
だ
…
…
」

い
ち
Ｊ
て
り

二
人
は
立
屋
敷
の
銀
杏
の
木
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
よ
う
や

く
そ
れ
が
実
感
と
な
っ
て
返
っ
て
き
た
。
そ
し
て
急
に
東

の
空
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

一
行
の
行
商
は
、
申
鶴
、
新
手
、
深
坂
、
岩
崎
、
大
辻
の

各
ヤ
マ
で
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
得
意
を
持
っ
て
い
た
。
当
時
、

ヤ
マ
で
は
、
い
つ
事
故
に
遭
う
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
ヤ
マ

え
ら
か
た

の
お
偉
方
は
刺
身
で
朝
食
を
す
ま
せ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

ま
ず
申
鶴
組
が
挨
拶
を
か
わ
し
て
一
行
か
ら
別
れ
た
。

つ
づ
い
て
中
間
唐
戸
あ
た
り
で
新
手
組
が
別
れ
、
大
隈
炭

坑
の
前
で
今
度
は
甚
三
郎
と
キ
ヨ
が
別
れ
て
、
遠
賀
土
手

を
木
屋
瀬
へ
と
急
い
だ
。
幸
い
木
屋
瀬
の
渡
し
場
で
は
、
直

方
町
や
新
入
炭
坑
に
行
商
へ
行
く
近
く
の
農
家
の
人
た
ち

に
出
会
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
合
流
し
て
植
木
へ
渡
り
、
土

手
道
を
上
流
へ
と
急
い
だ
。
と
こ
ろ
が
犬
鴨
川
の
沿
線
は

ヤ
マ
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
大
納
屋
疎
か
ら
手
配
の

ふ触
れ
が
回
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
こ
で
二
人
は
新
入

村
の
お
宮
に
か
く
れ
て
夜
の
く
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

夕
暮
れ
近
く
に
な
っ
て
、
行
商
帰
り
の
仕
度
に
か
え
て

二
人
は
神
社
を
出
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
は
行
く
あ

て
は
な
く
、
た
だ
又
造
の
い
っ
た
遠
賀
川
の
西
土
手
を
上

流
へ
急
い
で
行
け
ば
、
そ
こ
に
二
人
を
迎
え
て
く
れ
る
別

世
界
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

と
こ
ろ
で
甚
三
郎
と
キ
ヨ
は
、
支
流
の
犬
鳴
川
を
本
流

の
遠
賀
川
と
勘
違
い
し
て
、
こ
れ
を
の
ぼ
れ
ば
飯
塚
、
田

川
へ
行
く
も
の
と
信
じ
て
い
た
。

そ
う
と
は
知
ら
ず
に
、
営
田
村
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
で
日

が
暮
れ
て
、
福
丸
、
脇
田
あ
た
り
に
な
る
と
、
夜
目
に
も

山
中
へ
入
っ
て
行
く
の
が
わ
か
っ
た
。

不
安
に
な
っ
た
二
人
は
、
こ
こ
ま
で
く
れ
は
大
丈
夫
と

あ
か
り

思
っ
た
の
か
、
芳
賀
の
あ
た
り
で
谷
間
に
点
在
す
る
灯
の

ひ
と
つ
を
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
〕
　
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
　
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
南
　
門

口

編

築

水

巻

町

総

務

課

（

電

2

0

1

－

4

3

2

1

）

　

（

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


